
　

上
智
大
学
で
は
、
2
0
1
2
年
度
秋
学
期
か
ら
、

経
団
連
と
共
同
で
実
践
型
講
義
を
開
講
し
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
た
め
に
、
他
大
学
に
も
展

開
で
き
る
よ
う
な
「
モ
デ
ル
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を

経
団
連
と
上
智
大
学
が
共
同
で
開
発
・
実
施
し
て
き
た
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス

環
境
で
必
要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル
や
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

を
大
学
生
に
把
握
し
て
も
ら
い
、
そ
の
涵
養
に
向
け

た
取
り
組
み
を
促
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
そ

の
目
標
に
向
け
て
、
狙
い
の
異
な
る
2
科
目
を
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。「
導
入
講
義
」
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
現

状
と
課
題
」（
以
下
「
現
状
と
課
題
」）と
、「
本
講

義
」
と
な
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
」（
以
下
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」）で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状
と
課
題

　
「
現
状
と
課
題
」
は
、
学
部
2
・
3
年
生
を
受
講

対
象
と
し
て
、
企
業
が
取
り
組
ん
で
い
る
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
多
様
な
実
態
を
広
く
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
主
な
狙
い
と
し
て
い
る
。
実
務
担
当
者
に

よ
る
講
義
を
通
じ
て
、
各
社
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の

理
念
、
現
状
、
直
面
し
て
い
る
課
題
等
を
学
生
に
把

握
し
て
も
ら
う
。
講
義
内
容
は
業
種
や
企
業
に
よ
っ

て
様
々
で
、
学
生
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
多

様
か
つ
複
雑
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
、
卒
業
後
の

キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
た
め
の
良
い
機
会
と
な
っ
て
い

る
。

　

講
義
終
了
時
に
は
、
各
企
業
か
ら
毎
回
課
題
が
提

示
さ
れ
、
学
生
は
翌
週
講
義
ま
で
に
1
千
文
字
程

度
の
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
。
課
題
の
テ
ー
マ
も
多

様
で
あ
る
が
「
当
社
が
次
に
展
開
す
べ
き
国
・
地
域

を
選
定
せ
よ
」「
あ
な
た
が
将
来
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

と
な
る
た
め
に
学
生
時
代
に
取
り
組
む
こ
と
は
」
な

ど
、
深
い
考
察
を
要
求
す
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。

当
初
は
学
生
向
け
に
手
心
を
加
え
た
課
題
設
定
も
見

ら
れ
た
が
、
学
生
レ
ポ
ー
ト
が
「
予
想
し
て
い
た
も

の
よ
り
高
水
準
で
あ
っ
た
」
と
の
声
が
相
次
い
だ
。

近
年
で
は
、
手
加
減
せ
ず
に
「
貴
社
の
若
手
・
中
堅

社
員
に
真
剣
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
テ
ー
マ
」
を
課

題
と
し
て
設
定
し
て
も
ら
え
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

3
社
の
講
義
が
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
、
グ
ル
ー
プ

討
議
を
実
施
し
て
、
課
題
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
理

解
を
深
め
る
。
グ
ル
ー
プ
討
議
に
は
、
各
社
の
社
員

が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
、
学
生
か
ら

の
質
問
に
回
答
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
検
討
の

た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
提
供
さ
れ
る
。

　
「
現
状
と
課
題
」
で
は
、
参
加
企
業
の
協
力
に
よ

っ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
最
前
線
の
動
向
を
学
び
、
そ
こ

で
活
躍
す
る
企
業
人
と
直
接
交
流
す
る
こ
と
で
、
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
心
構
え
や
能

力
に
つ
い
て
、
大
学
生
に
知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
提

供
し
て
い
る
。

上
智
大
学
経
済
学
部
長
・
教
授

網あみく
ら倉
久ひさな

が永

産
学
連
携
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

│
経
団
連
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
モ
デ
ル
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
効
果
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な
い
貴
重
な
体
験
談
に
接
す
る
場
と
な
っ
て
い
た
。

　

課
題
解
決
と
い
う
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
重
点
を
置
い

た
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
で
は
、
分
析
・
企
画
・
立
案

な
ど
の
論
理
的
な
思
考
・
表
現
能
力
を
養
う
だ
け
で

な
く
、
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
仕
事
を
進
め
て
い
く

た
め
に
不
可
欠
な
対
人
能
力
を
養
う
機
会
を
提
供
し

て
い
る
。
学
生
達
の
「
気
付
き
」
や
「
学
び
」
を
導

く
た
め
に
は
、
現
地
見
学
、
中
間
発
表
・
最
終
報
告

の
場
で
の
討
議
と
い
っ
た
、
実
務
家
と
の
直
接
的
な

接
点
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
実
務
家
と
の
相
互

作
用
は
、
大
学
だ
け
で
は
決
し
て
提
供
で
き
な
い
も

の
で
、
産
学
連
携
に
よ
っ
て
初
め
て
、
貴
重
な
学
び

の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
両
講
義
と
も
、
受
講
学
生
だ
け

で
な
く
協
力
企
業
か
ら
も
好
意
的
に
評
価
さ
れ
て
い

る
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
講
義
に
参
加
し
た
卒
業
生

か
ら
の
声
を
紹
介
し
た
い
。「
企
業
の
方
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
突
き
詰
め
て
深
く
考
え
ら
れ
る
機
会

だ
っ
た
。
学
生
同
士
だ
け
で
な
く
、
学
外
の
人
に
と

っ
て
も
納
得
感
の
あ
る
発
表
と
は
何
か
を
考
え
さ
せ

ら
れ
た
」（
2
0
1
6
年
卒
：
都
市
銀
行
勤
務
）。「
社

会
経
験
を
積
む
に
つ
れ
、
例
え
ば
外
国
人
と
仕
事
を

す
る
際
の
進
め
方
や
文
化
の
違
い
な
ど
、
学
生
時
代

に
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
身
を
も
っ

て
実
感
す
る
機
会
が
増
え
て
き
た
。
連
携
講
義
で
課

題
に
取
り
組
ん
だ
経
験
は
、
現
在
の
仕
事
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。
講
義
で
取
り
組
ん
だ
課
題
に
つ
い
て
、

今
の
立
場
で
、
当
時
の
メ
ン
バ
ー
と
改
め
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
機
会
を
持
て
た
ら
と
考
え
て
い

る
」（
2
0
1
7
年
卒
：
メ
ー
カ
ー
勤
務
）。

異
な
り
、
学
生
の
主
体
的
参
加
が
不
可
欠
な
「
課
題

解
決
型
」
講
義
で
あ
る
。

　
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」で
は
、協
力
企
業
が
実
際
に
直
面

し
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
課
題
の
紹
介
を
受
け
て
、
学

生
グ
ル
ー
プ
が
1
学
期
を
か
け
て
調
査
・
分
析
を
行

い
、
学
期
末
に
成
果
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

　

課
題
内
容
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
も
の

の
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
資
本
市
場
お
よ
び
個
人

投
資
家
の
動
向
を
踏
ま
え
て
、
新
し
い
金
融
ビ
ジ
ネ

ス
の
事
業
プ
ラ
ン
を
提
案
し
な
さ
い
」
な
ど
、
高
度

な
専
門
知
識
や
深
い
考
察
が
要
求
さ
れ
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
学
生
は
、
独
自
に
文
献
・
資
料
調
査
を

行
う
と
と
も
に
、
協
力
企
業
を
訪
問
し
て
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
調
査
や
実
地
見
学
を
行
う
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
最
前
線
を
直
接
体
験
す
る
。

　

学
期
半
ば
に
は
中
間
報
告
会
が
開
催
さ
れ
、
グ
ル

ー
プ
討
議
の
進
捗
状
況
や
最
終
発
表
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防

の
た
め
、
近
年
で
は
中
間
報
告
会
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
し
て
い
る
が
、
以
前
は
1
泊
2
日
の
合
宿
形
式

で
行
っ
て
い
た
。
合
宿
に
は
協
力
企
業
の
若
手
社
員

に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
若
手
社
員
は
、
学
生

グ
ル
ー
プ
の
「
応
援
団
」
と
し
て
、
取
り
組
み
の
成

果
を
よ
り
魅
力
的
に
す
る
た
め
に
熱
心
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
下
さ
る
だ
け
で
な
く
、
公
式
プ
ロ
グ
ラ
ム

終
了
後
に
も
、
夜
遅
く
ま
で
学
生
達
と
の
「
よ
も
や

ま
話
」
に
付
き
合
っ
て
下
さ
っ
て
い
た
。
夕
食
後
の

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
職
業
人
と
し
て

日
々
感
じ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
行
く

学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
他
で
は
決
し
て
得
ら
れ

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

　
「
現
状
と
課
題
」
で
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ

ス
の
実
態
を
知
る
こ
と
」
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
本
講
義
で
あ
る
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」

で
は
「
課
題
解
決
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
す
る
こ
と
」
を

目
指
し
て
い
る
。
伝
統
的
な
座
学
形
式
の
授
業
と
は

科目 位置付け 受講対象 開講期 主目的 授業構成

グローバル・ビ
ジネスの現状と
課題

導入講義 全学部
２・３年生

秋学期 グルーバル・ビ
ジネスの多様な
実態を知る

実務家講義
　講義内容に即した課題レポート
グループ討議
　課題レポートの振り返り
　グローバル人材のあり方の検討
グループ発表
　グローバル人材のあり方を提言

グローバル・ビ
ジネスのフロン
ティア

本講義 全学部
３・４年生

春学期 グローバル・ビ
ジネスの実際の
課題に対して解
決策を提示する

実務家講義（課題設定）
グループ討議
　調査・分析
協力企業訪問
　インタビュー・実地見学
中間発表
　若手社員との討議
最終報告
　課題に対する提言

図表　モデル・カリキュラム：講義の概要
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